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東病棟カンファレンス記録

平成20年　1月　26日（土）　　　　　　　　司会　小泉　彰　　記録　出貝　梢
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＜連絡事項＞

· 介護職員の給料改定の署名ですが、まだ記入がまだの方はお願いします。

· 来週月曜日実施指導があります。提出予定のカルテを前日までにチェックをお願いします。また、対象外のカルテも全部チェックしておいて下さい。

· 西AのPHS壊れているため、連絡の際は西病棟ＢユニットPHS（126）か、内線(264)にかけて下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 成田　賀枝様～牛乳摂取すると下痢になると発言され拒否されているため、ヨーグルトに変更になっています。

· 佐々木　尚子様～御家族の方がキムチを差し入れています。次回面会時の際にそのままお返し下さい。

＜新入院患者様情報＞

袴田　英司様　88歳　アルツハイマ－型認知症

　　　　　合併症:完全房室ブロック・ジギタリス中毒　甲状腺機能低下症・心房細動

　　　　　入院形態:医療保護入院　　主治医:安ケ平先生　　病棟:東合併症室

（入院の経過）

おいらせ病院にてジキタリス中毒の治療終了し、平成19年11月1日、当院再入院となっています。その後、徐脈傾向にて塩酸ドパミン10滴/分開始、酸素５Ｌ継続し経過観察しています。平成20年１月10日頃より、ＨＲ60～70台安定、酸素飽和濃度98～99％安定、意識レベル清明となっています。1月24日　9：40頃より胸内苦悶の訴えがあり、心電図施行し側壁梗塞疑いの診断で、おいらせ病院へ救急車にて搬送し、転院となっています。1月26日　おいらせ町病院へ入院後、胸部痛は消失し、活動性が回復。急性心筋梗塞の所見は認められず、肺塞栓との推測です。（特異的な検査所見はなく、造影検査も出来なかった為）おいらせ町での治療終了し、精神科での治療継続必要との事で、東合併症室に10時10分医療保護入院となっています。(バルン留置中)
（入院後の経過）

入院後、両爪床部チアノーゼ著明にあり、SpO280％台、胸苦なく苦痛表情・発言ない。主治医報告にて酸素２Lで開始。また、SpO2は90％台をキープするようにとの事、バルンカテーテルは自己抜去の可能性がある場合には、バイアスピリン内服しているために、抜去していもいいとの指示あります。SpO2は90％台をキープでき、食事も摂取できている。

傾眠傾向で経過されています。全身状態に注意し、全身管理を徹底していきます。
持参薬が29日夕方まで出ています。29日（火）のリーダーは主治医に情報提供を行い内服処方してもらって下さい。

持参薬：抗血小板薬バイアスピリン→代替薬：抗血小板薬バファリン81mg

　持参薬：眠剤短期間型アモバン（10）→代替薬：眠剤短期間型スローハイム（10）

＜措置入院患者様ケース検討＞

· 久保　清美様～主病名：統合失調症

＜現病歴＞

H11年4月頃より、｢盗聴されている｣｢会社の人間に後をつけられている｣等の言動があり、実家に帰郷。[死ぬしかない]と訴え、危険な運転があり、H11.5.2八戸赤十字病院へ入院(～H11.5.15)。症状再燃により、同院へ1回･松平病院へ計2回の入院歴がある。H14.1.28退院後は松平病院にて外来通院を継続。H19.10.22高速道路内で薬物を飲用して車内で倒れている所を発見され、同日八戸赤十字病院へ救急搬送される。希死念慮・被害関係妄想等があり、同年10月25日同院精神科へ転科。10月29日突然他者の首を絞めることや自身の舌を噛もうとする行動があり、隔離・身体拘束実施。症状に左右された自傷他害行為の惧れがあり、H19.11.1措置鑑定実施。要措置となり、同日当院へ措置入院となる。

＜入院後の経過＞

入院時は自傷他害の恐れあることから身体拘束しているが、翌日にはおちついているため、身体拘束解除となる。以後「テレビに監視されている」などの発言あるが、行動化なく薬物調整にて落ち着いている。薬物調整後は自ら妄想・幻聴に関する発言はない。いつものペースを保ち、表面上落ち着いて見えますが、夜間の睡眠に注意し、スタッフサイドからも意識して声掛けし内面的な精神の動きを把握していけるようにしましょう。













